


































































































































































































年代 心理学・精神医学・福祉 その他分野（法律・行政・情報等） 両分野合計
1997－2000 3 7 10
2001－2005 9 14 23
2006－2010 1 3 4
2011－2015 13 12 25
2016－2017 10 8 18




1997-2000 2001-2005 2006-2010 2011-2015 2016-2017
調査研究 12（16） 2（2） 3（4） 0（1） 2（2） 5（7）
事例研究 4（15） 0（0） 4（7） 0（1） 0（6） 0（1）
総説・レビュー 16（41） 1（8） 2（11） 1（2） 10（16） 2（4）
会議記録 4（8） 0（0） 0（1） 0（0） 1（1） 3（6）
合計 36（80） 2（10） 9（23） 1（4） 13（25） 10（18）
※（　）内は心理学・精神医学・福祉分野以外の論文も含めた論文数





















※（  ）内は心理学・精神医学・福祉分野以外の論文も含めた論文数 
 
ストーキング被害者研究の調査対象者 
 続いて，心理学，精神医学，福祉に関する 36 編の論文のうち，調査研究と事例研究を扱った 16
編の論文の調査対象者について分類を行った（Table.4）。調査研究については，自記式質問紙調査
1997－2000 3 7 10
2001－2005 9 14 23
2006－2010 1 3 4
2011－2015 13 12 25
2016－2017 10 8 18
合計 36 44 80








































































若年（女性） 4（1） 3 1（1）
若年（男女混合） 2 2
中年（男性） 1 1
その他 2 1 1
合計 15（1） 11 1 3　（1）
※1．その他の内訳は，不特定多数のストーカー犯罪被害者と性別不明の若年者である。
※2．（　）内はロールシャッハテストを使用した事例研究である。

































































論文 ストーキングを測定する尺度 標準化の有無 調査対象とする被害者と加害者の関係性 被害者（回答者）
鈴木（1999） 独自に作成された11項目 無し 7項目から選択回答 若年女性
松永・桐生（2000） 独自に作成された10項目 無し 自由記述 専門学生
吉田ら（2001） 独自に作成された14項目 無し 7項目から選択回答 若年女性
麦島（2001） 独自に作成された6項目 無し 3項目から選択回答 大学生・高校生
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 Overseas, approaches to stalking are being made from a very diverse aspect such as 
relationships of perpetrators / victims, risk factors, mental impact on victims, etc. On the other 
hand, in Japan, research on perpetrator treatment for stalking perpetrators is main stream, and 
few studies have been conducted on victims. Therefore, in this research, the systematic review of 
the stalking victim research was carried out with the aim of clarifying the past trends of stalking 
victim research in Japan and clarifying issues for future research. As a result, it became clear as 
a problem of stalking victim studies in Japan, to the little attention to the circumstances 
surrounding the victim such as the human relations surrounding the stalking victims, the 
connection between the victim and the perpetrator is not taken into consideration, and a 
systematic study is being not conducted.
Keywords : stalking, stalker, victim, psychosocial situation
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